
平
成
二
十
一
年
十
二
月
一
日
提
出

質

問

第

一

三

七

号

国
直
轄
道
路
事
業
費
の
削
減
方
針
に
よ
る
国
道
七
号
線
浪
岡
バ
イ
パ
ス
事
業
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

木

村

太

郎
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国
直
轄
道
路
事
業
費
の
削
減
方
針
に
よ
る
国
道
七
号
線
浪
岡
バ
イ
パ
ス
事
業
に
関
す
る
質
問
主
意
書

十
一
月
二
十
五
日
、
国
土
交
通
省
が
工
事
を
進
め
て
い
た
国
道
七
号
線
浪
岡
バ
イ
パ
ス
の
女
鹿
沢
工
区
が
開
通
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
総
延
長
一
二
�
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
う
ち
、
一
〇
�
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
完
成
し
た
。
浪
岡
バ
イ
パ
ス
は
、
青
森
市
浪

岡
地
区
の
交
通
混
雑
や
冬
期
間
の
交
通
障
害
を
解
消
し
、
県
都
青
森
市
と
弘
前
・
五
所
川
原
地
方
と
の
ア
ク
セ
ス
強
化
が
期
待

さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
国
直
轄
道
路
事
業
費
の
削
減
方
針
に
よ
り
、
残
工
区
が
来
年
度
事
業
休
止
の
見
通
し
と
な
っ
た
。
こ

の
事
業
対
策
は
、
緊
急
を
要
す
る
と
考
え
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

残
工
区
で
あ
る
現
国
道
部
分
二
�
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
改
良
す
る
鶴
ヶ
坂
工
区
は
、
一
日
約
二
万
七
五
〇
〇
台
が
通
行
す

る
渋
滞
の
激
し
い
所
で
あ
り
、
特
に
冬
期
間
は
著
し
く
、
且
つ
山
間
部
の
た
め
、
雪
に
対
す
る
安
全
確
保
の
面
で
、
通
行
す

る
ド
ラ
イ
バ
ー
や
地
域
か
ら
、
全
線
完
成
が
切
望
さ
れ
て
き
た
。
残
工
区
の
事
業
の
必
要
性
を
ど
う
考
え
る
か
。
ま
た
利
用

す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
や
地
域
の
声
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

二

事
業
休
止
と
は
、
い
つ
ま
で
休
止
す
る
の
か
。
あ
る
い
は
、
い
つ
か
ら
着
工
を
再
開
す
る
の
か
。

三

道
路
整
備
を
は
じ
め
、
公
共
事
業
の
見
直
し
や
予
算
の
削
減
を
す
る
上
で
、
全
国
一
律
型
で
対
応
す
る
こ
と
に
よ
り
、
真

一



に
必
要
な
道
路
整
備
な
ど
に
悪
影
響
を
与
え
て
い
く
事
例
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

右
質
問
す
る
。

二


